
上戸区自主防災会の活動報告
あがっと

2024.1.26



・ 設立年月：平成26年1月

・ 活動目的：自分たちの地域は自分たちで守る（共助）

・ 構成員：上戸区民
（約250世帯、うち関係者84名）

上戸区自主防災会

会長（区長）：福島 守
部長 ：小林 清人



上戸区自主防災会組織図

〇 役員（６名、任期複数年）
・ 役員会（月１回）
・ 対策会議（大雨前後などに適宜）

〇 班長（７名、任期複数年）
・ 班長会（年２回）
・ 必要に応じて各班で活動

〇 班員
・ 災害時や訓練、班活動など
必要に応じて招集
・ 各組長（任期１年）は情報
収集班に所属

〇 区の土木部や消防団と連携



これまでの活動の状況



主な活動内容
○ 災害発生時の対応
・ 避難所の開設・運営
・ 区民の安否確認
・ 情報収集・伝達、市との連絡
・ 初期消火
・ 救護・救出、避難・誘導
・ 給食・給水

○ 平常時の活動
・ 地域内の安全点検
・ 防災知識の普及・啓発、防災訓練の実施
・ 資機材の点検・整備
・ 防災マップの作成

など



備品一覧

・国庫補助金（宝くじ助成金）
・伊那市補助金
・上戸区独自費

備品チェック表（毎月点検）

60品目、370個
（令和６年１月現在）



防災訓練の実施

消火訓練 心肺蘇生法（AED)講習会

傷病者の運び方 非常食の備蓄・試食



「目黒巻」を使った机上想定訓練

・ 災害発生時から時間を追って行動を想定
・ グループで話し合って発表

（講師：伊那市危機管理課）



街歩き、危険個所の点検

伊那市危機管理課とも情報共有

毎年６月頃に実施



危険な渓流の倒木除去

倒木により荒れた渓流 区民により撤去作業

（大雨時の土石流が心配）



危険な渓流の倒木除去

作業完了



豪雨災害時の対応（土のう作り）

予め土のうに砂を詰め、シートをかけて保管

大雨時に活用

（雨が降ってからでは遅い！）



各戸配布のほか大型パネルにして
集落センター内に掲示

市のハザードマップに加えて、地域の危険個所
や防災施設を記載

上戸区独自の防災マップ作成



消火栓マップの作成

消火栓の配置図

使い方をイラストで説明



消火栓マップの作成、パネル設置

ホース格納箱に貼り付け

（伊那市協働のまちづくり交付金を活用）



上戸区独自の防災タイムラインを作成

・ 警戒レベルごとに区、組、個人の行動を記載
・ 組ごとに作成（想定される危険性は場所によって違う）



・ 100円バケツの内側に目盛シールを貼る
・ 希望者に配布
・ 大雨時に自宅の庭先で計測

オジナル簡易雨量計測バケツ

上戸区独自の警戒レベルの基準ができた



令和５年度の豪雨と活動記録

・ 大雨ごとに、雨量と実際の対応状況を記録
・ タイムラインは常に見直しを行う



情報発信方法の多様化（ホームページ作成）

・ 気象情報、防災マップ、タイムライン
などの情報を掲載

・ 掲示板機能で双方向の情報共有が可能

気象情報

各組のタイムライン

掲示板



現状の課題と、今後の活動計画

〇 情報の精度を上げる

〇 楽しみながら実施し、参加者をさらに増やす

〇 組織の継続、後継者問題

→バケツ雨量計による計測を継続、活動記録を残し続ける
 タイムラインは常に見直しを行う

→消火栓防災クイズラリー、防災クッキング教室などを企画中
 めざせ全員参加！！

→役員の入れ替えは随時
 誰がやってもできるようにマニュアル化（タイムラインの充実）
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